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予告
＊編集の都合上，変更になることがあります

編集後記

●東日本大震災から 2か月あまり，災禍の傷は癒えぬまま，数多くの被災者の方々が，いま
だ語り得ぬものを抱えていることと思います。その「語り得なさ」は，本焦点ライフストーリー
において当事者の方々が語る，他者への「言いづらさ」にも通じている気がしています。他者
は世界に等しい存在でもあり，他者との関係は，世界の中でどう生きるかという，人間の普
遍的な問題に関わってきます。言いづらさとは，その世界との関係に深刻な綻びが生じてい
るということなのだろうと思います。「言いづらさ」を口にすると 5文字で済みますが，その
意味を語るには 1人ひとり無数の言葉があり，口ごもる，躊躇する，ため息をつく，こうし
た言葉にならない言葉にも，意味があるはずです。ライフストーリーに引き込まれるのは，
語る人しかもち得ない固有の言葉から，なんらかの普遍性を感じ取れるからかもしれません。
語ることで，人はどれだけ救われるのでしょうか。そして自分が語る人と向き合う「他者」に
なったとき，どれだけの言葉を聴くことができるだろうかと考えます。綻びは繕われなけれ
ばなりません。それは，「聴くこと」にもかかっているのでしょう。	 （小長谷）

焦点│ Vol.44 No.4（2011 年増刊号）

看護研究のめざす射程
C.T. Beck 氏の研究から考えるいまとこれから

■Meta-synthesis:Qualitative Research Take its Rightful 
Place in the Hierarchy of Evidence　Cheryl Tatano Beck
翻訳：中木高夫，黒田裕子

■C.T. Beck 氏の研究からみえてくるもの　黒田裕子
■産後うつ病のリスクを妊娠期に予測する─対話を大事にした方法

池田真理，上別府圭子
■産後うつ病の研究概観─スクリーニング尺度の開発と課題　岡野禎治
■「概念」の数量化　髙木廣文
■エスノグラフィー研究のいま　黒田由彦
■質的研究は研究する人間をエンパワーできるか
グラウンデッド・セオリー・アプローチの多様化を通して　木下康仁

■看護における質的研究方法の現在─進化の観点を踏まえて　
遠藤恵美子

特別記事
●『APA論文作成マニュアル第 2版』で何が変わったか　前田樹海
●【ソーシャルメディアと研究】変わらないものと新たな可能性　深堀浩樹
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